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国と地方の協議の場（令和７年度第1回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページ）

7
年
度
骨
太
の
方
針

多
極
分
散
型
社
会
の
確
立
へ

地
方
創
生
2.0 

主
要
な
柱
に

厚
生
年
金
へ
の
加
入
実
現
を

石破首相丸子会長六
団
体
代
表
か

ら
の
冒
頭
発
言
で

丸
子
会
長
は
、
地

方
税
財
政
に
つ
い

て
、
行
政
需
要
の

増
大
等
に
対
応
す

る
た
め
、
一
般
財

源
総
額
の
増
額
確

保
を
求
め
た
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
の

暫
定
税
率
の
廃
止

に
つ
い
て
は
、
地

方
税
の
大
幅
な
減

収
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
代
替
税
財

源
の
確
保
の
ほ
か
、１
０
３
万

円
の
壁
の
更
な
る
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、個
人
住
民
税
は

基
幹
税
の
た
め
、十
分
に
配
慮

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

次
に
地
方
創
生
2.0
に
つ
い

て
、
基
本
構
想
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
地
方
の
意
見
を

十
分
に
反
映
し
、
関
連
施
策

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
要
望
。

特
に
東
京
一
極
集
中
の
弊
害

を
是
正
し
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、
そ
の
地
域
の
魅
力

を
享
受
し
な
が
ら
豊
か
に
暮

ら
せ
る
日
本
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
と
述
べ
た
上
で
、
真

の
多
極
分
散
型
社
会
を
確
立

し
て
い
く
た
め
に
実
効
性
の

あ
る
施
策
の
展
開
を
求
め
た
。

活
力
あ
る
地
方
議
会
の
創

出
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、主
権
者
教
育

の
一
層
の
推
進
を
求
め
る
と

と
も
に
、会
社
員
等
が
議
員
に

転
身
す
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
も
、厚
生
年
金
へ
の
地

方
議
会
議
員
の
加
入
な
ど
、議

令
和
7
年
度
第

1
回
の
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」

が
5
月
27
日
、
首

相
官
邸
で
開
か

れ
、
丸
子
善
弘
会

長
（
山
形
市
議
会

議
長
）
ら
地
方
六

団
体
の
各
代
表
者

が
出
席
し
、「
骨
太

の
方
針
」
の
策
定
等
に
つ
い

て
、
石
破
茂
首
相
は
じ
め
関

係
閣
僚
と
協
議
し
た
。

冒
頭
、
石
破
首
相
は
、「
本

年
度
の
「
骨
太
の
方
針
」
で

は
、
地
方
創
生
2.0
を
主
要
な

柱
と
し
て
位
置
付
け
た
い
」

と
の
考
え
を
表
明
。
そ
の
上

で
、
地
方
創
生
2.0
の
取
組
を

「
令
和
の
日
本
列
島
改
造
」と

し
て
強
力
に
進
め
る
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
47
都
道
府
県
、

１
７
１
８
市
町
村
が
主
役
と

な
っ
て
各
地
域
の
「
産
官
学

金
労
言
」
が
結
集
し
て
地
方

創
生
を
進
め
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
強
調
し
、
改
め
て

協
力
を
求
め
た
。

丸子会長（山形市） 石破首相

員
の
処
遇
改
善
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
求
め

た
。国

側
と
の
意
見
交
換
で
は
、

丸
子
会
長
は
、
物
価
高
騰
と

日
米
関
税
交
渉
に
つ
い
て
、

厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ

て
い
る
事
業
者
や
生
活
者
に

対
す
る
安
定
的
な
経
営
・
生

活
に
向
け
た
財
政
支
援
策
や

米
国
の
関
税
措
置
の
影
響
を

受
け
る
様
々
な
産
業
に
配
慮

し
た
交
渉
と
事
業
者
へ
の
支

援
を
、
防
災
・
減
災
に
つ
い

て
、
令
和
8
年
度
以
降
を
対

象
期
間
と
す
る
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
の
早
期
策
定

な
ど
に
つ
い
て
求
め
た
。

会
合
で
は
、
地
方
六
団
体

を
代
表
し
て
村
井
嘉
浩
全
国

知
事
会
会
長
が
「
地
方
創
生

の
実
現
に
は
、
国
と
地
方
が

軌
を
一
に
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
国
に

お
け
る
地
方
へ
の
人
材
及
び

財
政
の
支
援
を
求
め
た
。

議
会
三
団
体
か
ら
は
、
共

同
で
進
め
て
い
る
主
権
者
教

育
の
一
層
の
推
進
や
厚
生
年

金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
な
ど
に
つ
い
て
求
め
た
。

国 と 地 方 の 協 議 の 場国 と 地 方 の 協 議 の 場令 和 ７ 年 度令 和 ７ 年 度
第 １ 回  第 １ 回  

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp


令和 7年 6月 15日号（2）第 2302・3号 全 国 市 議 会 旬 報

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価956円（年間購読料 11,472円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2025

6
議員研修誌

共同編集　全国市議会議長会・全国町村議会議長会

脱炭素政策の新たな動向

令
和
七
年
六
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）第
五
十
六
巻
第
一
号

発
行
所
　株
式
会
社
中
央
文
化
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　定
価
９
５
６
円
︵
消
費
税
・
送
料
込
︶

令和７年６月 1日発行（毎月 1回 1日発行） 第56巻第1号
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6

深刻な獣害被害へどう対処するか

現状と課題・今後の方向性について

サステナブル・ファイナンスの動向

球磨村森電力の挑戦

月
刊
　地
方
議
会
人

６
月
号

特
集
　 

脱
炭
素
政
策
の
新
た
な
動
向 

2025

　
　中
央
文
化
社

地域脱炭素2.0に向けて
特集

巻頭言　諸富　徹

／近藤貴幸

GXと地域経済の活性化

／吉高まり

電力会社の枠を超えた
コミュニティ貢献型企業をめざして

■

北海道厚真町／秋田県大潟村／千葉県匝瑳市
／高知県梼原町

現地報告■
／中嶋崇史

ご購入に際しての
「お申し込み」

「月刊 地方議会人」２５
年度デジタルブックサ
ンプル号が読めます！
「月刊 地方議会人」サン

プル号ではデジタルブック
で地方議会議員・議会事
務局の方々に好評の特集、
現地報告、連載の一部を

「無料」で読むことができま
す！  クリック

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

▶

こちらをクリックし、中央文
化社のホームページよりお
申し込みください。

特　集
脱炭素政策の新たな動向

巻頭言　地方自治に思う
地域脱炭素化で地域の豊かさを引き
上げる
京都大学公共政策大学院教授

諸 富　　徹 
■ 特集
▶ 地域脱炭素2.0に向けて 
現状と課題・今後の方向性について

 環境省大臣官房地域政策課課長	近 藤  貴 幸  
▶ ＧＸと地域経済の活性化　
	 サステナブル・ファイナンスの動向
 東京大学教養学部客員教授/慶應義塾
大学特別招聘教授	 吉 高　ま り

▶ 電力会社の枠を超えたコミュニティ
 貢献型企業をめざして
	 球磨村森電力の挑戦
球磨村森電力代表取締役	 中 嶋　崇 史

■ 現地報告
▶ 北海道厚真町／ゼロカーボン推進に

よる震災からの復興のまちづくり
北海道厚真町地方創生担当理事
	 大 坪　秀 幸

▶ 秋田県大潟村／自然エネルギー
100％の村づくりへの挑戦
秋田県大潟村生活環境課課長
	 薄	井　伯	征

▶ 千葉県匝瑳市／脱炭素で持続可能な
農業経営と地域活性化へ
千葉県匝瑳市ゼロカーボン推進課
	 齊	藤　雅	裕

▶ 高知県梼原町／日本のゼロカーボン
は雲の上から
梼原町森林づくり脱炭素推進課副課長
	 石	川　智	也

か
れ
、
本
会
か
ら
丸
子
善
弘

会
長
（
山
形
市
議
会
議
長
）

が
出
席
し
た
。

丸
子
会
長
は
来
賓
あ

い
さ
つ
で
、「
選
挙
と

は
、
国
民
が
政
治
に
参

加
し
、
主
権
者
と
し
て

そ
の
意
思
を
政
治
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
最
も
重
要
か
つ
基
本

的
な
機
会
で
あ
り
、
そ

の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
が
、

民
主
主
義
の
基
盤
を
作

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
選
挙
の
意
義
を
強
調
。

そ
の
上
で
、
昨
今
の
地

方
議
員
の
な
り
手
不
足

を
踏
ま
え
て
議
会
へ
の

関
心
を
高
め
、
議
会
活

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する
時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。6月は
静岡県島田市議会が取り組む「夏休み親子議
場探検ツアー」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取
組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 静岡県島田市

明るい選挙参院選全国フォーラムで来賓あいさつをする丸子会長

明
る
い
選
挙
参
院
選
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

明
る
い
選
挙
参
院
選
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

投
票
率
向
上
へ
向
け
て
活
動

投
票
率
向
上
へ
向
け
て
活
動

冨樫総務副大臣

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選

挙
推
進
協
会
は
５
月
26
日
、

東
京
・
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹

町
で
明
る
い
選
挙
参
院
選
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
来

賓
と
し
て
冨
樫
博
之
総
務
副

大
臣
や
三
議
長
会
の
代
表
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
が
招

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
主
権
者
教
育
に
議
会

自
ら
が
取
り
組
む
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
、
地
方
議
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
主
権
者
教

育
へ
の
支
援
と
協
力
を
求
め

た
。ま

た
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
本
年
７
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
第
27
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
向
け
て
の
決
意

声
明
を
決
定
。
近
年
の
国

政
・
地
方
選
挙
で
の
投
票
率

の
低
さ
、
特
に
若
年
層
の
低

投
票
率
を
指
摘
し
た
上
で
、

令
和
７
年
が
普
通
選
挙
法
成

立
１
０
０
年
、
女
性
参
政
権

80
年
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

10
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

あ
る
こ
と
、
間
も
な
く
参
議

院
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
こ
と

を
契
機
に
、
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
の
更
な
る
前
進
を
図

る
た
め
の
全
国
一
斉
行
動
を

起
こ
す
こ
と
を
表
明
し
た
。

あいさつする
丸子会長（山形市）

https://chuobunkasha.com/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html


全 国 市 議 会 旬 報 第 2302・3号（3）令和 7年 6月 15日号

内閣府内閣府内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

は
こ
の
ほ
ど
、
「
女
性
の
政

治
参
画
へ
の
障
壁
等
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告
書
」
を
ま

と
め
た 

。

同
調
査
は
、
政
治
分
野
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
、
国
政

選
挙
や
地
方
議
会
選
挙
、
首

長
選
挙
に
お
い
て
▽
立
候
補

を
断
念
し
た
人
▽
立
候
補
を

し
た
が
当
選
し
な
か
っ
た
人

▽
現
職
の
地
方
議
会
議
員
―

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
、
女
性
の
政
治
参
画

へ
の
障
壁
や
女
性
の
政
治
参

画
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
調

査
分
析
を
行
い
、
今
後
の
施

策
を
検
討
す
る
た
め
の
参
考

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

同
局
で
は
、
令
和
2
年
度

に
も
同
趣
旨
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
回
の
調
査
で
は
、
▽
前
回

は
対
象
議
会
を
絞
っ
て
実
施

し
て
い
た
も
の
か
ら
、
全
て

の
地
方
議
会
議
員
を
対
象
と

し
た
ほ
か
、
立
候
補
を
し
た

が
当
選
し
な
か
っ
た
人
に
対

す
る
調
査
な
ど
対
象
範
囲
の

女
性
の
政
治
参
画
へ
の
障
壁
等
報
告
書

政
治
活
動
等
と
家
庭
生
活

課　題 必要な取組

1
固定的な性別役割分担意識
いずれの調査対象においても、「政治は男性が行うもの
だという周囲の思い込みやそれによる習慣・環境」が
課題であるとの回答における男女の差が大きい

▶ •性別による無意識の思い込みの解消に向けた研修等の実施
や、政治的中立性を確保した上での出前授業、模擬議会
や地域リーダー研修等の主権者教育の機会の確保

2
ハラスメント被害
地方議会議員への調査において、回答した女性の半数
以上が、自身や家族、支援者等が「ハラスメントを受
けた」と回答

▶ •ハラスメント相談体制の整備
•議会や政党等によるハラスメント防止研修の実施

3
政治活動・議員活動と家庭生活・職業生活との両立
いずれの調査対象においても、約７割の女性が政治活
動を行う上で「両立に課題があった」と回答 ▶ •議会での欠席規定の整備や制度を利用しやすい環境づくり

•政治活動・議員活動におけるオンライン技術の活用促進

4
相談しやすい環境の不足
立候補を断念した人・地方議会議員への調査において、
「周りに同性の候補者が少なく（おらず）、気軽に相談
する相手がいない」と回答した男女の差が大きい

▶ •先輩議員によるサポートや政党におけるメンター制度
•女性議員ネットワークの形成や活動支援

5
専門性や経験の不足
いずれの調査対象においても、回答した女性の半数以
上が「専門性や経験の不足」を課題として回答 ▶

•政治や行政、選挙のノウハウ等を学べる研修の開発・提供
•各政党等による人材育成のための「政治塾」
•男女共同参画センター等による地域リーダー研修の実施
•自治会や町内会等の地域社会における役職経験の付与

• 各調査結果を踏まえ、女性の政治参画の障壁としては、主に以下の５つが考えられる。
• 女性の政治参画に向けては、それぞれの課題に応じて適切な取組を講じることが求められる。

女性の政治参画の障壁と必要な取組 出典：内閣府男女共同参画局「女性の政治参画への障壁等に関する調査研究報告書」

拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

前
回
の
調
査
結
果
に
お
い
て

主
な
障
壁
と
わ
か
っ
た
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
及
び
家
庭
生
活

（
家
事
、
育
児
、
介
護
等
）

と
の
両
立
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
細
な
調
査
を
実
施
し
て
い

政
治
活
動
等
と
家
庭
生
活

の
両
立
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

の
調
査
対
象
で
も
、
女
性
の

方
が
男
性
よ
り
「
両
立
に
課

題
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て

い
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

ま
た
、「
両
立
に
課
題
が

あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
人
に

つ
い
て
、
課
題
と
な
っ
た
内

容
を
見
る
と
、「
家
事
」や「
育

児
」
に
課
題
が
あ
っ
た
と
回

答
し
た
割
合
が
高
か
っ
た
。

地
方
議
会
議
員
で
は
、
女

性
は
76
・
8
％
が
両
立
に
課

題
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
は

36
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、男
性
の
56・8
％
が
両
立

に
課
題
は
な
か
っ
た
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
家
事
や

育
児
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ

て
い
る
状
況
が
伺
え
る
。

る
。各

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

女
性
の
政
治
参
画
の
障
壁
を

５
つ
の
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
取
組
を
ま

と
め
て
い
る
（
下
掲
）。

政
治
活
動
等
と
家
庭
生
活
の

両
立
に
お
け
る
課
題

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況
に

つ
い
て
、
自
身
や
家
族
、
支

援
者
等
が
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
」
と
回
答
し
た
人

は
、
立
候
補
を
し
た

が
当
選
し
な
か
っ
た

女
性
で
は
12
・
2
％

で
あ
っ
た
が
、
地
方

議
会
議
員
の
女
性

で
は
53
・
8
％
だ
っ

た
。地

方
議
会
議
員
に

お
い
て
は
、
女
性
で

は
自
身
や
家
族
、
支

援
者
等
が
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
た
」

と
の
回
答
が
53
・

8
％
と
最
も
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
男

性
で
は
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
た
こ
と

も
な
く
、
見
聞
き

し
た
こ
と
も
な
い
」
が
41
・

0
％
と
最
も
多
い
。
調
査
対

象
は
同
じ
た
め
、
同
じ
行
為

等
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
否
か

に
つ
い
て
も
男
女
で
差
が
あ

る
状
況
が
伺
え
る
。

7
割
の
女
性 「
両
立
に
課
題
あ
り
」

出典：内閣府男女共同参画局「女性の政治参画への障壁等に関する調査研究報告書」

0％0％

0％0％

20％20％

20％20％

40％40％

40％40％

60％60％

60％60％

80％80％

80％80％

100％100％

100％100％

支援者・
スタッフが

32.532.5％％
40.040.0％％

家族・
親族が

32.032.0％％
46.246.2％％

わからない
答えたくない

24.324.3％％
26.226.2％％

支援者・政党
のスタッフから

23.723.7％％
16.416.4％％

○ハラスメント対象者（女性の回答割合順、複数回答）

○ハラスメント行為者（女性の回答割合順、複数回答）

有権者から 64.064.0％％
65.165.1％％

他の候補者
その支持者
同僚議員から

65.765.7％％
45.045.0％％

本人が 94.294.2％％
92.292.2％％

■女性（ｎ＝653）■男性（ｎ＝912）

■女性（ｎ＝653）■男性（ｎ＝912）

https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/local-councilor_r6.html
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令
和
7
年
2
月
か
ら
4
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
を
集
計
し
た
（
左
表
）。
今
号
で
は
、
前
回
の
集

計
か
ら
特
に
件
数
が
増
え
た
意
見
書
２
件
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
（　

 

本

会
Ｗ
ｅ
ｂ
意
見
書
ボ
ッ
ク
ス
）。

（

）

令
和
7
年
2
月
～
4
月

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

	 件　　名	 意見書	 決議
〇性犯罪の再犯防止の取組への支援	 	46	 ―
　の強化
〇刑事訴訟法の再審規定（再審法）の	 42	 ―
　改正
〇若者の政治参加を促進する抜本的	 25	 ―
			改革
〇選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた	 25	 ―
　議論の促進	
〇学校給食費の無償化	 23	 ―
〇高額療養費の限度額引き上げの撤回	 21	 ―
〇持続可能な学校の実現	 19	 ―
〇最低賃金の引き上げ	 16	 ―
〇下水道などのインフラ設備への国の	 14	 ―
　公的支援
〇消費税の適格請求書等保存方式	 12	 ―
　（インボイス制度）の廃止
〇ガソリン暫定税率の廃止	 11	 ―
〇厚生年金への地方議会議員の加入	 10	 ―
〇訪問介護報酬引き下げ撤回	 10	 ―
　【小計】	 274	 ―
〇その他	 222	 33
【総合計】	 496	 33

令和7年2月から4月に可決した意見書・決議の状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

若
者
の
政
治
参
加
を

若
者
の
政
治
参
加
を

促
進
す
る
抜
本
的
改
革

促
進
す
る
抜
本
的
改
革

性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の

性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の

取
組
へ
の
支
援
強
化

取
組
へ
の
支
援
強
化

我
が
国
で
は
満
18
歳
に
な

る
と
親
の
同
意
な
し
に
会
社

の
設
立
や
裁
判
員
・
検
察
審

査
員
へ
の
就
任
が
可
能
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
選

挙
権
年
齢
は
衆
議
院
議
員
・

地
方
議
会
議
員
に
つ
い
て
は

満
25
歳
以
上
、
参
議
院
議
員

に
つ
い
て
は
満
30
歳
以
上
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で

は
、
下
院
で
の
被
選
挙
権
年

齢
は
満
18
歳
以
上
が
23
か
国

（
60・５
％
）
と
最
多
で
、
選

挙
権
年
齢
と
被
選
挙
権
年
齢

を
18
歳
以
上
と
し
て
い
る
国

も
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
は
、
近
年
の
議
員
選
挙
に

お
い
て
無
投
票
・
定
数
割
れ

が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
増
え
続
け
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
次
の
統
一
地
方
選
ま

で
に
34
・
１
％
の
議
会
が
無

投
票
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
被
選
挙
権

年
齢
引
き
下
げ
等
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

意
見
書
で
は
、
政
府
に
対

し
、
様
々
な
権
利
が
得
ら
れ

る
と
同
時
に
相
応
の
義
務
を

性
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対

し
、
矯
正
施
設
等
で
再
犯
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
出
所
後
も
地

域
社
会
に
お
い
て
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

令
和
５
年
３
月
、
法
務
省

は
自
治
体
向
け
に
「
性
犯
罪

の
再
犯
防
止
に
向
け
た
地
域

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
～
再
犯
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
～
」
を

策
定
。
性
犯
罪
の
再
犯
防
止

に
都
道
府
県
等
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
性
犯
罪
を
し
た

者
の
出
所
後
の
住
所
等
に
つ

い
て
、
現
在
は
、
法
務
省
か

ら
情
報
提
供
を
受
け
都
道
府

県
等
が
把
握
す
る
仕
組
み
は

な
く
、
実
際
に
当
事
者
に
対

し
て
直
接
再
犯
防
止
の
取
組

を
行
う
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

一
部
の
都
道
府
県
で
は
、
子

ど
も
に
対
し
て
性
犯
罪
を
犯

負
う
こ
と
に
な
る
成
人
年
齢

と
の
均
衡
や
、
選
挙
権
年
齢

と
被
選
挙
権
年
齢
を
一
致
さ

せ
て
い
る
国
際
的
な
潮
流
を

踏
ま
え
、
被
選
挙
権
年
齢
に

つ
い
て
は
満
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
若
者

の
政
治
参
画
を
促
進
す
る
た

め
、
立
候
補
時
の
年
齢
に
応

じ
た
供
託
金
の
見
直
し
や
地

方
議
会
議
員
の
報
酬
の
在
り

方
、
更
に
は
若
者
団
体
の
活

動
継
続
に
必
要
な
支
援
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。

し
た
者
が
矯
正
施
設
等
を
出

所
す
る
際
に
住
所
等
の
届
出

を
求
め
る
条
例
を
制
定
し
、

届
出
情
報
を
基
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
の
再
犯
防
止
・

社
会
復
帰
支
援
を
行
っ
て
い

る
。各

自
治
体
が
再
犯
防
止
の

取
組
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
に
は
、
国
、
自
治
体
、
関

係
機
関
等
の
連
携
や
性
犯
罪

を
犯
し
た
者
に
係
る
情
報
の

共
有
が
極
め
て
重
要
で
、
国

か
ら
の
よ
り
一
層
の
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
。 

意
見
書
で

は
、
政
府
に
対
し
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

い
る
。

①
性
犯
罪
を
し
た
者
に
対

し
、
矯
正
施
設
等
を
出
所
後

も
自
治
体
に
よ
る
再
犯
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
受
け
る
意

義
に
つ
い
て
啓
発
を
図
る
こ

と
②
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、
性
犯
罪
を
し
た
者
が
矯

正
施
設
等
を
出
所
す
る
際
に

当
事
者
の
住
所
等
を
任
意
で

国
に
届
け
出
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
届
け
出
ら
れ
た
情
報

を
自
治
体
に
提
供
す
る
こ
と

③
自
治
体
で
は
性
犯
罪
の

再
犯
防
止
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
十
分
に
有
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
再
犯
防
止
に

係
る
人
材
の
育
成
を
支
援
す

る
こ
と



全 国 市 議 会 旬 報 第 2302・3号（5）令和 7年 6月 15日号

▽
足
利 

斎
藤
昌
之（
5・22
）

▽
流
山 

石
原
修
治（
5・22
）

▽
浜
松 

髙
林　
修（
5・22
）

▽
湖
西 

神
谷
里
枝（
5・22
）

▽
高
浜 

神
谷
直
子（
5・22
）

▽
豊
中 

井
本
博
一（
5・22
）

▽
佐
世
保 

久
野
秀
敏（
5・22
）

▽
大
村 

小
林
史
政（
5・22
）

▽
大
館 

藤
原　
明（
5・23
）

▽
東
大
和

 

中
村
庄
一
郎（
5・23
）

▽
新
宿 

渡
辺
清
人（
5・23
）

▽
江
東 

釼
先
美
彦（
5・23
）

▽
板
橋

 

田
中
し
ゅ
ん
す
け（
5・23
）

▽
真
岡 

荒
川
洋
子（
5・23
）

▽
藤
岡 

針
谷
賢
一（
5・23
）

▽
城
陽 

乾　
秀
子（
5・23
）

▽
田
辺 

佐
井
昭
子（
5・23
）

▽
坂
出 

山
条
真
嗣（
5・23
）

▽
中
野（
東
京
）

 

森
た
か
ゆ
き（
5・26
）

▽
江
戸
川 

島
村
和
成（
5・26
）

▽
鴻
巣 

橋
本　
稔（
5・26
）

▽
神
戸 

菅
野
吉
記（
5・26
）

▽
筑
紫
野 

原
口
政
信（
5・26
）

▽
目
黒 

鈴
木
ま
さ
し（
5・27
）

▽
大
田（
東
京

 
鈴
木
隆
之（
5・27
）

▽
豊
島 
島
村
高
彦（
5・27
）

▽
小
田
原 

井
上
昌
彦（
5・27
）

▽
京
都 

下
村
あ
き
ら（
5・27
）

▽
荒
川 

斎
藤
泰
紀（
5・29
）

▽
木
更
津 

草
刈
慎
祐（
5・29
）

▽
大
阪 

杉
村
幸
太
郎（
5・29
）

▽
石
狩 

加
藤
泰
博（
5・30
）

▽
東
村
山 

朝
木
直
子（
5・30
）

▽
中
央（
東
京
）

 

原
田
賢
一（
5・30
）

▽
東
松
山 

藤
倉　
憲（
5・30
）

▽
蓮
田 

木
佐
木
照
男（
5・30
）

▽
ふ
じ
み
野

 

加
藤
恵
一（
5・30
）

▽
栗
東 

里
内
英
幸（
5・30
）

▽
小
浜 

竹
本
雅
之（
6・2
）

▽
調
布 

宮
本
和
実（
6・2
）

▽
川
崎 

原　
典
之（
6・2
）

▽
幸
手 

青
木　
章（
6・2
）

▽
知
多 

渡
邉
眞
弓（
6・2
）

▽
加
西 

中
右
憲
利（
6・2
）

▽
八
戸 

藤
川
優
里（
6・3
）

▽
小
平 

虻
川　
浩（
6・3
）

▽
川
越 

中
村
文
明（
6・3
）

▽
秋
田 

川
口
雅
丈（
6・4
）

▽
姫
路 

石
堂
大
輔（
6・4
）

▽
水
戸 

松
本
勝
久（
6・5
）

▽
熊
谷 

小
鮒
賢
二（
6・5
）

▽
和
光 

小
嶋
智
子（
6・5
）

▽
銚
子 

石
神
嘉
明（
6・5
）

▽
白
井 

伊
藤　
仁（
6・5
）

▽
沼
津 

梶　
泰
久（
6・5
）

▽
い
な
べ 

清
水
隆
弘（
6・5
）

▽
吹
田 

矢
野
伸
一
郎（
6・5
）

▽
日
置 

冨
迫
克
彦（
6・5
）

▽
千
葉 

松
坂
吉
則（
6・6
）

▽
瑞
穂 

今
木
啓
一
郎（
6・6
）

▽
久
留
米 

石
井
秀
夫（
6・6
）

▽
曽
於 

山
田
義
盛（
6・6
）

議
会
人
事

◇
６
月
11
日
ま
で
に
報
告
が
あ

っ
た
市
区
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▼
議
長

▽
上
山 

川
崎
朋
巳（
5・15
）

▽
福
生 

佐
藤
弘
治（
5・15
）

▽
稲
城

 

坂
田
た
け
ふ
み（
5・15
）

▽
横
浜 

渋
谷　
健（
5・15
）

▽
平
塚 

佐
藤
貴
子（
5・15
）

▽
伊
勢
原 

大
垣
真
一（
5・15
）

▽
龍
ケ
崎 

後
藤
敦
志（
5・15
）

▽
常
総 

中
村
博
美（
5・15
）

▽
那
須
塩
原

 

齊
藤
誠
之（
5・15
）

▽
安
中 

佐
藤
貴
雄（
5・15
）

▽
所
沢 

粕
谷
不
二
夫（
5・15
）

▽
飯
能 

栗
原
義
幸（
5・15
）

▽
佐
倉 

村
田
穣
史（
5・15
）

▽
習
志
野 

相
原
和
幸（
5・15
）

▽
豊
橋 

小
原
昌
子（
5・15
）

▽
半
田 

石
川
英
之（
5・15
）

▽
常
滑 

伊
奈
利
信（
5・15
）

▽
豊
明 

近
藤
裕
英（
5・15
）

▽
四
日
市 

村
山
繁
生（
5・15
）

▽
鈴
鹿 

野
間
芳
実（
5・15
）

▽
岐
阜 

和
田
直
也（
5・15
）

▽
堺 

西
田
浩
延（
5・15
）

▽
西
宮 

川
村
よ
し
と（
5・15
）

▽
松
江 

野
々
内
誠（
5・15
）

▽
井
原 

山
下
憲
雄（
5・15
）

▽
新
居
浜 

田
窪
秀
道（
5・15
）

▽
枕
崎 

眞
茅
弘
美（
5・15
）

▽
登
米 

中
澤　
宏（
5・16
）

▽
十
日
町 

村
山
達
也（
5・16
）

▽
国
立 

遠
藤
直
弘（
5・16
）

▽
羽
村 

富
永
訓
正（
5・16
）

▽
山
梨 

向
山　
輝（
5・16
）

▽
日
立 

吉
田
修
一（
5・16
）

▽
牛
久 

小
松
崎
伸（
5・16
）

▽
太
田 

星
野
一
広（
5・16
）

▽
茂
原 

向
後
研
二（
5・16
）

▽
勝
浦 
戸
坂
健
一（
5・16
）

▽
浦
安 
柳
毅
一
郎（
5・16
）

▽
印
西 
近
藤
瑞
枝（
5・16
）

▽
山
武 

石
川
和
久（
5・16
）

▽
富
士
宮 

佐
野
和
彦（
5・16
）

▽
掛
川 

藤
原
正
光（
5・16
）

▽
藤
枝 

多
田　
晃（
5・16
）

▽
袋
井 

佐
野
武
次（
5・16
）

▽
一
宮 

則
竹
安
郎（
5・16
）

▽
枚
方 

田
口
敬
規（
5・16
）

▽
藤
井
寺 

山
本
忠
司（
5・16
）

▽
四
條
畷

 

藤
本
美
佐
子（
5・16
）

▽
宇
治 

木
本
裕
章（
5・16
）

▽
大
津 

草
野
聖
地（
5・16
）

▽
芦
屋 

中
島
健
一（
5・16
）

▽
伊
丹 

加
藤
光
博（
5・16
）

▽
相
生 

中
野
有
彦（
5・16
）

▽
西
予 

宇
都
宮
俊
文（
5・16
）

▽
西
海 

荒
木
吉
登（
5・16
）

▽
函
館 

金
澤
浩
幸（
5・19
）

▽
恵
庭 

川
原
光
男（
5・19
）

▽
長
井 

内
谷
邦
彦（
5・19
）

▽
昭
島 

髙
橋　
誠（
5・19
）

▽
台
東 

石
川
義
弘（
5・19
）

▽
世
田
谷

 

石
川
ナ
オ
ミ（
5・19
）

▽
矢
板 

宮
本
莊
山（
5・19
）

▽
伊
勢
崎 

大
木　
光（
5・19
）

▽
羽
生 

丑
久
保
恒
行（
5・19
）

▽
館
山 

鈴
木
正
一（
5・19
）

▽
尾
張
旭

 

さ
か
え
章
演（
5・19
）

▽
日
進 

福
安
淳
也（
5・19
）

▽
み
よ
し

 

福
安
金
之
助（
5・19
）

▽
あ
ま 

山
内
隆
久（
5・19
）

▽
貝
塚 

阪
口
芳
弘（
5・19
）

▽
泉
佐
野

 

大
和
屋
貴
彦（
5・19
）

▽
木
津
川

 

柴
田
は
す
み（
5・19
）

▽
北
本 

保
角
美
代（
5・20
）

▽
成
田 
荒
木　
博（
5・20
）

▽
名
古
屋 
西
川　
学（
5・20
）

▽
八
尾 
竹
田
孝
吏（
5・20
）

▽
新
潟 

小
野
清
一
郎（
5・21
）

▽
糸
魚
川 

古
畑
浩
一（
5・21
）

▽
相
模
原 

大
槻
和
弘（
5・21
）

▽
彦
根 

和
田
一
繁（
5・21
）

▽
新
発
田

 

湯
浅
佐
太
郎（
5・22
）

▽
武
蔵
野 

木
﨑　
剛（
5・22
）

▽
渋
谷 

一
柳
直
宏（
5・22
）

▽
杉
並

 

木
梨
も
り
よ
し（
5・22
）

▽
北 

青
木
博
子（
5・22
）

▽
結
城 

佐
藤　
仁（
5・22
）

▽
小
松 

南
藤
陽
一（
6・9
）

▽
八
王
子　

 

美
濃
部
弥
生（
6・9
）

▽
練
馬 

上
野
ひ
ろ
み（
6・9
）

▽
市
川

 

大
久
保
た
か
し（
6・9
）

▽
橋
本 

田
中
博
晃（
6・9
）

▽
江
別 

野
村
尚
志（
6・10
）

▽
金
沢 

前　
誠
一（
6・10
）

▼
副
議
長

▽
東
松
島 

齋
藤　
徹（
5・9
）

▽
下
田 

渡
邉
照
志（
5・12
）

▽
茅
野 

両
角
実
晃（
5・13
）

▽
日
田 

岩
見
泉
哉（
5・13
）

▽
新
庄 

山
科
春
美（
5・14
）

▽
福
生 

三
原
智
子（
5・15
）

▽
稲
城 

中
田　
中（
5・15
）

▽
横
浜 

尾
崎　
太（
5・15
）

▽
平
塚 

久
保
田
聡（
5・15
）

▽
茅
ヶ
崎 

早
川
仁
美（
5・15
）

▽
伊
勢
原 

橋
田
夏
枝（
5・15
）

▽
龍
ケ
崎 

石
嶋
照
幸（
5・15
）

▽
常
総 

草
間
典
夫（
5・15
）

▽
那
須
塩
原

 

齋
藤
寿
一（
5・15
）

▽
安
中 

小
川　
剛（
5・15
）

▽
所
沢 

亀
山
恭
子（
5・15
）

▽
飯
能 

坂
井
悦
子（
5・15
）

▽
佐
倉 

望
月
圧
子（
5・15
）

▽
習
志
野 

飯
生
喜
正（
5・15
）

▽
三
島 

宮
下
知
朗（
5・15
）

▽
豊
橋 

市
原
享
吾（
5・15
）

▽
半
田 

岩
田
玲
子（
5・15
）

▽
常
滑 

中
村
崇
春（
5・15
）
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▽
豊
明 

鵜
飼
貞
雄（
5・15
）

▽
四
日
市 

荒
木
美
幸（
5・15
）

▽
鈴
鹿 
河
尻
浩
一（
5・15
）

▽
岐
阜 
渡
辺
貴
郎（
5・15
）

▽
中
津
川 
宮
嶋
寿
明（
5・15
）

▽
堺 
西
川
良
平（
5・15
）

▽
西
宮

 

松
山
か
つ
の
り（
5・15
）

▽
松
江 

細
木
明
美（
5・15
）

▽
井
原 

佐
藤　
豊（
5・15
）

▽
新
居
浜 

篠
原　
茂（
5・15
）

▽
多
久 

中
島
慶
子（
5・15
）

▽
岩
見
沢 

豊
岡
義
博（
5・16
）

▽
登
米 

日
下　
俊（
5・16
）

▽
寒
河
江　

 

後
藤
健
一
郎（
5・16
）

▽
十
日
町 

福
崎
哲
也（
5・16
）

▽
国
立 

香
西
貴
弘（
5・16
）

▽
多
摩

 

い
い
じ
ま
文
彦（
5・16
）

▽
羽
村 

鈴
木
拓
也（
5・16
）

▽
山
梨 

遠
山
雄
二（
5・16
）

▽
日
立 

今
野
幸
樹（
5・16
）

▽
牛
久 

甲
斐
徳
之
助（
5・16
）

▽
太
田 

渡
辺
謙
一
郎（
5・16
）

▽
茂
原 

細
谷
菜
穗
子（
5・16
）

▽
浦
安 

毎
田
潤
子（
5・16
）

▽
山
武 

櫻
田
基
介（
5・16
）

▽
富
士
宮 

齋
藤
和
文（
5・16
）

▽
掛
川 

嶺
岡
慎
悟（
5・16
）

▽
藤
枝 

神
戸
好
伸（
5・16
）

▽
袋
井 

近
藤
正
美（
5・16
）

▽
一
宮 

渡
部
晃
久（
5・16
）

▽
枚
方 

番
匠
映
仁（
5・16
）

▽
藤
井
寺 

木
下　
誇（
5・16
）

▽
四
條
畷 

若
松
正
治（
5・16
）

▽
宇
治 

鳥
居　
進（
5・16
）

▽
大
津 

細
川
俊
行（
5・16
）

▽
芦
屋 

田
原
俊
彦（
5・16
）

▽
伊
丹 

川
井
田
清
香（
5・16
）

▽
相
生 

角
石
茂
美（
5・16
）

▽
た
つ
の 

高
岸
博
之（
5・16
）

▽
宝
塚 

池
田
光
隆（
5・16
）

▽
西
予 

兵
頭　
学（
5・16
）

▽
西
海 

戸
浦
善
彦（
5・16
）

▽
函
館 
島　
昌
之（
5・19
）

▽
恵
庭 
武
藤
光
一（
5・19
）

▽
長
井 
梅
津
善
之（
5・19
）

▽
昭
島 

渡
辺
純
也（
5・19
）

▽
台
東 

岡
田
勇
一
郎（
5・19
）

▽
世
田
谷 

羽
田
圭
二（
5・19
）

▽
矢
板 

小
林
勇
治（
5・19
）

▽
伊
勢
崎 

手
島
良
市（
5・19
）

▽
羽
生 

野
中
一
城（
5・19
）

▽
館
山 

倉
田
孝
浩（
5・19
）

▽
尾
張
旭 

谷
口
武
司（
5・19
）

▽
日
進

 

水
野
た
か
は
る（
5・19
）

▽
み
よ
し 

増
岡
義
弘（
5・19
）

▽
あ
ま 

後
藤
幸
正（
5・19
）

▽
貝
塚 

田
畑
庄
司（
5・19
）

▽
泉
佐
野

 

射
手
矢
真
之（
5・19
）

▽
木
津
川 

福
井
平
和（
5・19
）

▽
北
本 

金
森
す
み
子（
5・20
）

▽
成
田 

飯
島
照
明（
5・20
）

▽
宍
粟 

大
久
保
陽
一（
5・20
）

▽
新
潟 

深
谷
成
信（
5・21
）

▽
糸
魚
川 

保
坂　
悟（
5・21
）

▽
相
模
原 

西
家
克
己（
5・21
）

▽
彦
根 

林　
利
幸（
5・21
）

▽
釧
路 

松
尾
和
仁（
5・22
）

▽
新
発
田 

石
山
洋
子（
5・22
）

▽
武
蔵
野

 

西
園
寺
み
き
こ（
5・22
）

▽
渋
谷 

小
田
浩
美（
5・22
）

▽
杉
並 

川
原
口
宏
之（
5・22
）

▽
北 

石
川
さ
え
だ（
5・22
）

▽
結
城 

土
田
構
治（
5・22
）

▽
足
利 

金
子
裕
美（
5・22
）

▽
流
山 

野
村　
誠（
5・22
）

▽
浜
松 

松
本
康
夫（
5・22
）

▽
湖
西 

竹
内
祐
子（
5・22
）

▽
高
浜 

長
谷
川
広
昌（
5・22
）

▽
豊
中 

神
原
宏
一
郎（
5・22
）

▽
佐
世
保 

大
塚
克
史（
5・22
）

▽
大
村 

松
尾
祥
秀（
5・22
）

▽
大
館 
明
石
宏
康（
5・23
）

▽
東
大
和

 
木
戸
岡
秀
彦（
5・23
）

▽
千
代
田 
大
坂
隆
洋（
5・23
）

▽
新
宿 

三
沢
ひ
で
子（
5・23
）

▽
江
東 

関
根
友
子（
5・23
）

▽
板
橋 

田
中
い
さ
お（
5・23
）

▽
真
岡 

日
下
田
喜
義（
5・23
）

▽
藤
岡 

窪
田
行
隆（
5・23
）

▽
城
陽 

一
瀬
裕
子（
5・23
）

▽
田
辺 

宮
井　
章（
5・23
）

▽
坂
出 

植
原　
泰（
5・23
）

▽
中
野（
東
京
）

 

小
林
ぜ
ん
い
ち（
5・26
）

▽
江
戸
川 

太
田
公
弘（
5・26
）

▽
神
戸 

川
内
清
尚（
5・26
）

▽
田
川 

辻　
智
之（
5・26
）

▽
筑
紫
野 

白
石
卓
也（
5・26
）

▽
品
川

 

大
倉
た
か
ひ
ろ（
5・27
）

▽
目
黒 

竹
村
ゆ
う
い（
5・27
）

▽
大
田（
東
京
）

 

松
本
洋
之（
5・27
）

▽
小
田
原 

鈴
木
和
宏（
5・27
）

▽
春
日
部 

石
川
友
和（
5・27
）

▽
京
都 

吉
田
孝
雄（
5・27
）

▽
豊
島 

藤
澤
愛
子（
5・28
）

▽
大
牟
田 

塩
塚
敏
郎（
5・28
）

▽
墨
田 

加
納　
進（
5・29
）

▽
荒
川 

森
本
達
夫（
5・29
）

▽
木
更
津 

座
親
政
彦（
5・29
）

▽
大
阪 

山
田
正
和（
5・29
）

▽
石
狩 

阿
部
裕
美
子（
5・30
）

▽
東
村
山

 

佐
藤
ま
さ
た
か（
5・30
）

▽
中
央（
東
京
）

 

塚
田
秀
伸（
5・30
）

▽
東
松
山 

福
田
武
彦（
5・30
）

▽
蓮
田 

山
田
慎
太
郎（
5・30
）

▽
ふ
じ
み
野

 

金
濵
高
顕（
5・30
）

▽
栗
東 

川
嶋　
恵（
5・30
）

▽
敦
賀 

川
端
耕
一（
6・2
）

▽
小
浜 
川
代
雅
和（
6・2
）

▽
調
布 
須
山
妙
子（
6・2
）

▽
町
田 
お
く
栄
一（
6・2
）

▽
川
崎 

堀
添　
健（
6・2
）

▽
幸
手 

四
本
奈
緒
美（
6・2
）

▽
知
多 

藤
沢　
巌（
6・2
）

▽
加
西 

高
橋
佐
代
子（
6・2
）

▽
小
平

 

吉
本
ゆ
う
す
け（
6・3
）

▽
川
越 

小
高
浩
行（
6・3
）

▽
秋
田 

伊
藤
巧
一（
6・4
）

▽
筑
西 

藤
澤
和
成（
6・4
）

▽
姫
路 

駒
田
か
す
み（
6・4
）

▽
足
立 

く
ぼ
た
美
幸（
6・5
）

▽
水
戸 

綿
引　
健（
6・5
）

▽
熊
谷 

川
田
勝
巳（
6・5
）

▽
和
光 

待
鳥
美
光（
6・5
）

▽
銚
子 

鎌
倉　
金（
6・5
）

▽
白
井 

広
沢
修
司（
6・5
）

▽
沼
津 

尾
藤
正
弘（
6・5
）

▽
い
な
べ 

衣
笠
民
子（
6・5
）

▽
吹
田 

村
口
久
美
子（
6・5
）

▽
日
置 

下
園
和
己（
6・5
）

▽
清
瀬 

原
田
ひ
ろ
み（
6・6
）

▽
栃
木 

古
沢
ち
い
子（
6・6
）

▽
千
葉 

川
合
隆
史（
6・6
）

▽
瑞
穂 

若
原
達
夫（
6・6
）

▽
久
留
米 

松
岡
保
治（
6・6
）

▽
八
王
子 

岩
田
祐
樹（
6・9
）

▽
練
馬 

鈴
木
た
か
し（
6・9
）

▽
市
川 

に
し
む
た
勲（
6・9
）

▽
野
田 

滝
本
恵
一（
6・9
）

▽
橋
本 

南
出
昌
彦（
6・9
）

▽
津
久
見

 

井
戸
川
幸
弘（
6・9
）

▽
江
別 

徳
田　
哲（
6・10
）

▼
事
務
局
長

▽
留
萌 

柴
谷
理
意（
4・1
）

▽
恵
庭 

小
路
弘
樹（
4・1
）

▽
花
巻 

冨
澤
秀
和（
4・1
）

▽
寒
河
江 

髙
橋
良
子（
4・1
）

▽
南
陽 

太
田　
徹（
4・1
）

▽
新
潟 

坂
井
秋
樹（
4・1
）

▽
新
発
田 

中
山
友
美（
4・1
）

▽
金
沢 

上
出
憲
之（
4・1
）

▽
茅
野 

牛
山
明
広（
4・1
）

▽
北 

村
野
重
成（
4・1
）

▽
小
田
原 

室
伏
正
彦（
4・1
）

▽
蓮
田 

遠
藤
忠
則（
4・1
）

▽
ふ
じ
み
野

 

粕
谷
直
樹（
4・1
）

▽
千
葉 

香
取
徹
哉（
4・1
）

▽
流
山 

稲
澤
玄
哉（
4・1
）

▽
印
西 

伊
藤
昌
明（
4・1
）

▽
富
士
宮 

渡
辺
文
英（
4・1
）

▽
下
田 

高
橋
智
江（
4・1
）

▽
伊
賀 

城
北
博
章（
4・1
）

▽
鈴
鹿 

腰
山
新
介（
4・1
）

▽
枚
方 

仲
西
功
夫（
4・1
）

▽
泉
佐
野 

田
中
邦
彦（
4・1
）

▽
彦
根 

大
橋
茂
雄（
4・1
）

▽
栗
東 

高
田
正
敏（
4・1
）

▽
橋
本 

笹
山　
奨（
4・1
）

▽
八
女 

秋
山　
勲（
4・1
）

▽
伊
万
里 

春
田
昌
寿（
4・1
）

▽
倉
吉 

小
倉
浩
紀（
5・26
）

お
知
ら
せ

旬
報
６
月
25
日
付
第

２
３
０
４
号
は
、７
月
５

日
付
２
３
０
４・５
号
合

併
号
と
し
て
発
行
し
ま

す
。


